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「タケカフェ」森の音楽祭・バンブーオーケストラin明和
４月17日、手作りの竹の楽器の演奏を楽しむ「タケカフェ」森の音楽祭・

バンブーオーケストラin明和が、平尾の西村牧場を会場に開催されました。

このイベントは、明和町の自然を生かした景観形成や、竹をテーマとした

環境保全活動とまちおこしに取り組む「竹の都・明和」農業生産研究会（米

沢正郎代表）が主催。子どもたちや家族連れなど、地域の皆さん約150人が

参加しました。参加された皆さんは、竹切り体験をはじめ、竹を使った食器
作りや竹パンなどの試食、竹の楽器作りや演奏会など、まさに「竹づくし」

の１日を満喫していました。

【今月号の主な内容】

まちの話題＝大淀海岸クリーンアップ大作戦、広域農道ビーフロー
ド明和多気区間開通、６月４・５日に第29回斎王まつり、ほか……２～４Ｐ　　　　　

平成22年度環境現況調査の結果、明和ゆたか保育園で一時保育を開
始、木造住宅耐震補強等の補助制度お知らせ、ほか ……５～７Ｐ　　　　　

後期高齢者医療制度のお知らせ ……８～９Ｐ

ひとまちふれあい企画、いつきのみや歴史体験館・ふるさと会館
からお知らせ、各種お知らせ、ほか ……10～15Ｐ

明和町行政チャンネル番組表、ほか ……16Ｐ

広広広広報報報報めめめめいいいいわわわわ

三重県 明和町 広報紙
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まちの話題
広報めいわ ６月号

平成23年
(2011年)

４
月
23
日
、
平
成
23
年
度
公
民
館
講

座
・
同
好
会
の
開
講
式
が
、
明
和
町
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
講
座
は
、
本
年
度
新
設
さ
れ
た

「
ペ
ン
字
・
く
ら
し
の
書
」
や
「
ゆ
っ
た

り
ヨ
ガ
」
の
ほ
か
、
子
ど
も
対
象
の
「
子

ど
も
囲
碁
」
「
百
人
一
首
か
る
た
教
室
」

な
ど
33
講
座
。
47
の
同
好
会
と
合
わ
せ
て
、

延
べ
１
３
２
９
人
の
皆
さ
ん
が
受
講
し
て

い
ま
す
。

開
講
式
に
は
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
来
賓
や
講
師
な
ど
約
２
０
０
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

式
典
の
後
は
、
開
講
行
事
と
し
て
「
気

功
の
実
演
と
指
導
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

公民館講座・同好会の開講式

延べ1329人が 33講座・47同好会を受講
新設の「ペン字・くらしの書」講座など

公民館講座の開講行事「気功の実演と指導」

４
月
26
日
、
上
御
糸
小
学
校
の

児
童
た
ち
が
同
校
近
く
の
実
習
田

で
「
昔
な
が
ら
の
田
植
え
」
を
体

験
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
業
施
設
の
保
守
管

理
を
は
じ
め
、
生
物
調
査
や
植
栽

等
の
環
境
向
上
活
動
な
ど
、
地
域

の
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
事
業
に
取
り
組
む
「
む
ら
お
こ

し
・
か
み
み
い
と
（
南
野
光
輝
代

表
）
」
と
小
学
校
の
連
携
に
よ
っ

大淀海岸クリーンアップ大作戦

5 0 0キロのゴミを回収・分別
大淀(おいず)ビーチクリーンが主催

５月８日、海岸のゴミを清掃する「大淀海岸クリーンアッ

プ大作戦」が大淀海岸海水浴場や同休憩所で行われました。

これは、子どもたちがペイントしたゴミ箱の設置や定期的

な海岸清掃など、日ごろからさまざまなボランティア活動を

展開している「大淀（おいず）ビーチクリーン（西岡　厚代

表）」が主催。

前年に引き続き２回目の開催となったこの日は、スポーツ

少年団の子どもたちから家族連れなど約180人が参加し、海

岸に漂着した発泡スチロールやビニールゴミ、ペットボトル

など約500キロ（可燃物約330キロ、不燃物約170キロ）のゴ

ミを回収・分別していただきました。参加いただいた皆さん、

海岸の清掃ありがとうございました。

回
収
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ゴ
ミ
を
分
別
す
る
参
加
者

の
皆
さ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

むらおこし・かみみいとと上御糸小学校が連携

子どもたちが「昔ながらの田植え」を体験

て
、
子
ど
も
た
ち
に
稲
作
に
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
毎
年
こ
の
時

期
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

田
植
え
体
験
に
は
３
年
生
と
５

年
生
の
児
童
た
ち
約
80
人
が
参

加
。
む
ら
お
こ
し
・
か
み
み
い
と

の
皆
さ
ん
の
指
導
で
、
苗
を
丁
寧

に
手
植
え
し
ま
し
た
。

ま
た
、
秋
に
は
、
こ
の
日
植
え

た
お
米
の
収
穫
体
験
な
ど
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

１列になって手植えの田植えを体験する児童たち
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

お祝いの記念やプレゼントに

花火を「ドーン」と上げてみませんか
【申し込みは６月15日(水)までに】

大淀祭典委員会（西口好重委員長）では、250有余年の歴史を

誇る伝統行事「大淀祇園祭りと花火大会」を、８月６日(土)（雨

天の場合は８月７日(日)）に、大淀地区内と大淀漁港周辺で開催

します。

大淀祭典委員会では、この花火大会の打ち上げ花火を広く皆さ

んから募集しています。誕生・結婚などお祝いの記念やプレゼン

トに想いを込めて、打ち上げ花火を「ドーン」と上げてみません

か。打ち上げ花火１発（夜）にかかる費用は１万円からです。申

し込みいただいた人には、後ほど同委員会からプログラムが配布

されます。

■申込期間 ６月15日(水)まで

■申込・問い合わせ先 大淀祭典委員会委員長　西口好重さん

（155・3385）

８
月
６
日
に

大
淀
祇
園
祭
り
と
花
火
大
会花火大会（写真は明和町観光協会提供）

礼
式
訓
練
や

器
具
の
取
り
扱
い
な
ど

【
消
防
団
の
新
入
団
員
訓
練
】

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
明
和

消
防
署
で
４
月
24
日
、
明
和
町
消

防
団
の
新
入
団
員
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
の
新
入
団
員
は
25
人
。
辞

令
交
付
式
に
続
い
て
、
消
防
署
長

新入団員訓練に取り組む団員の皆さん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

斎
宮
跡
の
緑
化
や
植
栽
に

20
万
円
を
寄
付

株
式
会
社
ア
ド
ウ
ェ
ル
か
ら

「
史
跡
斎
宮
跡
の
緑
化
や
植
栽

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
５
月

12
日
、
株
式
会
社
ア
ド
ウ
ェ
ル

（
丸
山
和
彦
代
表
取
締
役
、
松
阪

工
場
＝
松
阪
市
上
川
町
）
か
ら
明

和
町
に
、
20
万
円
を
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

５
月
10
日
、
中
南
勢
広
域
営
農

団
地
農
道
（
通
称
ビ
ー
フ
ロ
ー
ド
）

の
明
和
多
気
区
間
（
４
・
12
キ
ロ
）

か
ら
火
災
の
基
礎
知
識
な
ど
に
関

す
る
説
明
を
受
け
た
後
、
屋
外
で

消
防
団
幹
部
の
指
導
の
下
、
礼
式

訓
練
や
消
防
ホ
ー
ス
な
ど
器
具
の

取
り
扱
い
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
、
消
防
団
の
総
員
は
２
１

６
人
。
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
地

域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

の
開
通
式
が
、
明
和
町

池
村
地
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

広
域
農
道
ビ
ー
フ
ロ

ー
ド
は
、
松
阪
市
、
多

気
町
、
明
和
町
、
大
台
町
の
地
域

農
業
の
広
域
的
・
集
団
的
な
組
織

化
、
そ
し
て
高
生
産
性
農
業
の
展

開
を
目
的
と
し
た
基
幹
農
道
と
し

て
、
三
重
県
が
平
成
11
年
度
か
ら

整
備
を
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

全
計
画
区
間
12
・
54
キ
ロ
の
う

ち
最
初
に
開
通
を
迎
え
た
明
和
多

気
区
間
の
開
通
式
に
は
、
地
元
自

治
会
長
を
は
じ
め
三
重
県
や
関
係

市
町
の
関
係
者
等
が
出
席
し
、
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
通
を
祝
い
ま
し

た
。

広
域
農
道
ビ
ー
フ
ロ
ー
ド
の

明
和
多
気
区
間
が
開
通

【
５
月
10
日
に

関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
】

広域農道ビーフロードの明和多気
区間（写真は斎宮池付近）

開
通
式
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
す
る
関
係

者
の
皆
さ
ん

まちの話題
広報めいわ ６月号

平成23年
(2011年)
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４
日
G
の
催
し

【
前
夜
祭
】

■
時
間
と
場
所

午
後
５
時
〜
、

斎
宮
歴
史
博
物
館

■
内
容

開
会
式
、
斎
王
ほ
か
斎

王
群
行
出
演
者
の
紹
介

【
斎
王
市
】

■
時
間
・
場
所

午
後
３
時
〜
９

時
、
斎
宮
歴
史
博
物
館

■
内
容

町
内
外
の
特
産
品
販
売

ほ
か５

日
A
の
催
し

【
禊(

み
そ
ぎ)

の
儀
、
斎
王
群
行
】

■
時
間
と
場
所

午
後
１
時
〜
、

上
園
芝
生
ひ
ろ
ば
〜
斎
宮
歴
史
博

物
館

【
社
頭
（
し
ゃ
と
う
）
の
儀
】

■
時
間
と
場
所

午
後
３
時
〜
、

斎
宮
歴
史
博
物
館

【
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
斎
王
市
】

■
時
間
と
場
所

午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
斎
宮
歴
史
博
物
館

※
各
日
の
い
ず
れ
の
催
し
も
、
雨

天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
斎
王
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
1
52
・
０
０
５
４
、
\

h
t
t
p
：
/
/
s
a
io
h
.jp

）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
斎
王
群
行
出
演
者
】

主
な
配
役
の
ご
紹
介

斎
王
群
行
出
演
者
の
主
な
配
役

は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
（
敬
称

略
、
順
不
同
）

■
女
性
役

▽
斎
王
＝
竹
内
あ
ず
み
（
明
和
町
）

▽
女
別
当
（
に
ょ
べ
っ
と
う
）
＝

倉
谷
美
香
（
熊
野
市
）

▽
内
侍
（
な
い
し
）
＝
大
谷
廣
美

（
奈
良
県
橿
原
市
）
、
北
村
仁
美

（
岐
阜
県
岐
阜
市
）
、
岡
村
好
美

（
鳥
羽
市
）、
長
井
理
奈

（
多
気
町
）

▽

命

婦

（

み

ょ

う

ぶ
）
＝
小
林
和
加
（
明

和
町
）
、
広
野
真
智
子

（
岡
山
県
津
山
市
）、
中

北
沙
良
（
伊
勢
市
）
、

堀
井
め
ぐ
み
（
松
阪
市
）

▽
采
女
（
う
ね
め
）
＝

西
尾
恵
美
（
明
和
町
）、

田
中
千
恵
（
津
市
）
、

山
本
志
野
（
伊
勢
市
）

▽
女
孺
（
に
ょ
う
じ

ゅ
）
＝
石
田
　
桂
（
神

奈
川
県
横
浜
市
）
、
中

西
麻
佑
（
玉
城
町
）
、

佐
保
め
ぐ
み
（
愛
知
県

一
宮
市
）
、
澤
村
優
香

（
伊
勢
市
）、
三
浦
彩
華

（
愛
知
県
岡
崎
市
）、
三

橋
絵
理
子
（
伊
勢
市
）

■
男
性
役

▽
近
衛
使
（
こ
の
え
づ
か
い
）
＝

小
田
真
麻
（
志
摩
市
）

▽
舞
人
（
ま
い
ひ
と
）
＝
山
本
由

佳
（
志
摩
市
）

▽
随
身
（
ず
い
し
ん
）
＝
坂
谷
有

絵
（
伊
勢
市
）
、
山
本
翔
子
（
山

口
県
柳
井
市
）

▽
検
非
違
使
（
け
び
い
し
）
＝
山

本
菜
岐
穂
（
大
阪
府
大
阪
市
）
、

稲
垣
明
香
（
愛
知
県
春
日
井
市
）、

船
橋
優
子
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

▽
陪
従
（
べ
い
じ
ゅ
う
）
＝
近
藤

加
奈
（
東
海
市
）
、
中
村
幸
美

（
明
和
町
）

▽
輿
丁
（
よ
ち
ょ
う
）
＝
奥
田

勲
（
四
日
市
市
）
、
鈴
木
直
孝

（
同
）

▽
風
流
傘
（
ふ
う
り
ゅ
う
が

さ
）
＝
辻
　
泰
（
鈴
鹿
市
）
、
中

西
　
功
（
玉
城
町
）
、
早
川
哲
生

（
伊
勢
市
）、
松
井
孝
悦
（
東
京
都
）

■
子
ど
も
斎
王
、
童
（
わ
ら
わ
）、

童
女
（
わ
ら
わ
め
）

▽
子
ど
も
斎
王
＝
市
野
音
衣
（
明

和
町
）

▽
水
干
（
す
い
か
ん
）
＝
小
林
柚

輝
、
河
井
　
香
、
上
田
芽
依
、
下

山
　
凜
、
阪
井
あ
い
り
、
稲
浦

優
、
濱
田
万
琳
、
北
村
奏
羽
、
森

結
那
（
以
上
、
明
和
町
）
、
若
宮

綾
花
（
玉
城
町
）
、
松
田
東
子

（
同
）

▽
千
早
（
ち
は
や
）
＝
中
島
歌
音
、

山
本
怜
依
、
小
宮
奈
桜
、
河
井
美

樹
、
中
野
真
果
、
河
俣
朱
香
、
田

端
希
望
（
以
上
、
明
和
町
）
、
山

本
怜
美
（
玉
城
町
）

▽
あ
こ
め
＝
岡
本
凪
布
、
村
田
陽

菜
、
福
谷
光
夏
、
伊
藤
好
花
、
北

吉
美
優
、
阪
井
真
有
、
田
中
杏
奈
、

喜
多
美
稀
（
以
上
、
明
和
町
）
、

三
宅
亜
実
（
松
阪
市
）
、
奥
田
七

海
（
伊
勢
市
）

写真はいずれも前回の斎王まつりの様子

第
29
回
斎
王
ま
つ
り
（
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
６
月
４

日
G
・
５
日
A
の
両
日
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
と
上
園
芝
生
ひ
ろ
ば
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
つ
り
で
は
、
斎
王
群
行
や
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
斎
王
市
な
ど
、

各
種
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

第
29
回
斎
王
ま
つ
り

６
月
４
日
・
５
日
に
開
催

【
斎
宮
歴
史
博
物
館
や
上
園
芝
生
ひ
ろ
ば
を
会
場
に
】

まちの話題
広報めいわ ６月号

平成23年
(2011年)
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 くらし

広報めいわ ６月号
平成23年
(2011年)

【基準等の解説】
■ダイオキシン類濃度の環境基準
①大気（年平均値）＝１立方メートルあたり0.6ピコグラム
（pg-TEQ/K）以下
②土壌＝乾燥重量１グラムあたり1000ピコグラム（pg-TEQ/g-
dry）以下

③水質（年平均値）＝１リットルあたり１ピコグラム（pg-
TEQ/R）以下

■用語の説明 pg＝１兆分の１グラム、dry＝乾燥重量、TEQ
（毒性等量）＝ダイオキシン類の毒性の強さ

平
成
22
年
度
実
施

環
境
現
況
調
査
の
結
果

【
調
査
の
結
果
】

平
成
22
年
度
環
境
現
況
調
査

（
測
定
期
間
＝
平
成
22
年
４
月
〜

ら
平
成
23
年
３
月
）
に
お
い
て
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
は
「
大
気
」

が
２
地
点
、「
土
壌
」
が
２
地
点
、

「
地
下
水
」
に
つ
い
て
は
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
測
定
２
地
点
と
併
せ

て
９
地
点
で
有
害
物
質
の
測
定
を

行
い
ま
し
た
。

環
境
現
況
調
査
の
結
果
は
、
左

表
の
と
お
り
で
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
濃
度
は
、
大

気
が
平
均
０
・
０
１
０
ピ
コ
グ
ラ

ム
、
土
壌
が
平
均
３
・
３
ピ
コ
グ

ラ
ム
、
地
下
水
が
０
・
０
７
５
ピ

コ
グ
ラ
ム
と
、
い
ず
れ
も
「
環
境

基
準
」
を
下
回
る
調
査
結
果
と
な

り
ま
し
た
（
左
の
「
基
準
等
の
解

説
」
を
参
照
く
だ
さ
い
）。

ま
た
、
地
下
水
測
定
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
の
地
点
で
も
有
害
物

質
が
「
基
準
値
以
下
」
と
い
う
調

査
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
環
境
現
況
調
査
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
生
活
環
境
課
環
境
係
（
H
52
・

７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　品　　　目 

可      燃      物 

粗   大   ゴ   ミ 

プラスチック類 

資   源   ビ   ン 

ガ      ラ      ス 

陶   磁   器   類 

ペットボトル  

紙               類 

布               類 

缶   ・   鉄   類 

蛍      光      管 

乾      電      池 

ア   ル   ミ   缶 

瓦・レンガ等  

合               計 

重    量  

5,966㌧ 

183㌧ 

95㌧ 

145㌧ 

17㌧ 

30㌧ 

41㌧ 

1,020㌧ 

65㌧ 

157㌧ 

2㌧ 

6㌧ 

10㌧ 

152㌧ 

7,889㌧ 

割　合  

75.62％ 

2.32％ 

1.20％ 

1.84％ 

0.21％ 

0.38％ 

0.52％ 

12.93％ 

0.82％ 

1.99％ 

0.03％ 

0.08％ 

0.13％ 

1.93％ 

100.00％ 

■平成22年度 ゴミ処理の内訳 

■平成22年度 環境現況調査の結果 

 観   測   地   点 
 
み ど り 保 育 所 
 
大  淀  小  学  校 
 
大  堀  川  新  田 
 
 
 
 
御       厨       野 
 
斎  宮  小  学  校 
 
 
 
新茶屋  八柱神社 
 
北藤原  共同倉庫 
 
志  貴    西 光 寺 
 
南区(赤坂)公民館 
 
勝　　　　　  見 

　　　 測　定　項　目　と　結　果 
 
大　気・ダイオキシン類：0.009pg-TEQ/K 
 
地下水・有　害　物　質：基準値以下 
 
大　気・ダイオキシン類：0.012pg-TEQ/K　 
土　壌・ダイオキシン類：1.3pg-TEQ/g-dry 
地下水・ダイオキシン類：0.075pg-TEQ/R 
地下水・有　害　物　質：基準値以下　 
 
地下水・有　害　物　質：基準値以下 
 
土　壌・ダイオキシン類：5.3pg-TEQ/g-dry 
地下水・ダイオキシン類：0.075pg-TEQ/R 
地下水・有　害　物　質：基準値以下 
 
地下水・有　害　物　質：基準値以下 
 
地下水・ダイオキシン類：0.076pg-TEQ/R 
 
地下水・有　害　物　質：基準値以下 
 
地下水・有　害　物　質：基準値以下 
 
地下水・有　害　物　質：基準値以下 

明
和
町
で
は
、
ま
ち
の
環
境
の
現
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
環
境
保
全
施
策
の
基
本
資
料
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
９

年
度
以
降
、
町
内
各
所
の
大
気
・
土
壌
・
地
下
水
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

濃
度
な
ど
を
測
定
す
る
「
環
境
現
況
調
査
」
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
平
成
22
年
度
に
実
施
し
た
環
境
現
況
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

７月７日は クールアース・デー
【ライトダウン運動にご参加を】

地球温暖化の防止や自然との共生に向

け、わたしたち１人ひとりが地球環境を

考え、行動することが大切です。

７月７日(木)は「クールアース・デー」

です。地球温暖化の防止を目的として、

この日の午後８時から10時まで、ご家庭

や職場の照明を可能な限り消していただ

く「ライトダウン運動」が、全国一斉に

展開されます。皆さん、ぜひこの運動に

参加し、ご家庭や職場で「地球環境の大

切さ」を話し合ってみませんか。

クールアース・デーについて、詳しく

は生活環境課環境係（H52・7117）へ

お問い合わせください。

平
成
22
年
度
の
ゴ
ミ
処
理

明
和
町
の
総
重
量
は

７
８
８
９
ト
ン

明
和
町
で
の
平
成
22
年
度
の
ゴ

ミ
処
理
総
重
量
は
７
８
８
９
ト
ン

で
し
た
。
内
訳
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

こ
の
内
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
皆
さ

ん
に
集
団
回
収
し
て
い
た
だ
い
た

資
源
ご
み
は
、
紙
類
が
５
１
９
ト

ン
、
布
類
が
20
ト
ン
、
ア
ル
ミ
缶

が
10
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
環
境
係

（
H

52
・
７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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利
用
で
き
る
人(
子
ど
も)

①
保
護
者
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就

労
・
就
学
・
職
業
訓
練
な
ど

で
、
断
続
的
に
家
庭
で
の
保
育

が
困
難
と
な
る
子
ど
も

②
保
護
者
の
傷
病
・
事
故
・
出

産
・
看
護
・
介
助
お
よ
び
冠
婚

葬
祭
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
っ
て
短
時
間
・
緊
急
一

時
的
に
、
家
庭
で
の
保
育
が
困

難
と
な
る
子
ど
も

③
保
護
者
の
育
児
に
伴
う
心
理

的
・
肉
体
的
な
負
担
を
軽
減

し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
新
た

に
子
育
て
に
専
念
す
る
た
め
、

こ
の
期
間
保
育
を
必
要
と
さ
れ

る
子
ど
も

利
用
日
と
時
間

■
利
用
日

月
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）

■
利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
・

年
末
年
始
の
ほ
か
、
保
育
園
の
行

事
や
都
合
等
に
よ
っ
て
、
利
用
で

き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し

て
も
利
用
者
の
都
合
が
つ
か
な
い

場
合
等
は
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

利
用
料
金

■
年
齢
（
利
用
年
度
の
４
月
１
日

現
在
）
と
保
育
料

０
歳
児
＝
３

０
０
０
円
、
１
〜
２
歳
児
＝
２
５

０
０
円
、
３
〜
５
歳
児
＝
２
０
０

０
円

※
利
用
料
金
は
、
給
食
・
お
や
つ

代
（
０
〜
２
歳
児
＝
午
前
10
時
と

午
後
３
時
に
お
や
つ
・
午
前
11
時

に
給
食
、
３
〜
５
歳
児
＝
午
前
11

時
30
分
に
給
食
・
午
後
３
時
に
お

や
つ
）
を
含
み
ま
す
。

※
利
用
料
金
は
、
利
用
日
（
迎
え

時
）
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

利

用

登

録

明
和
ゆ
た
か
保
育
園
の
窓
口

で
、
所
定
の
利
用
登
録
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
等
に
よ
る

登
録
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

利
用
登
録
の
際
は
「
一
時
保
育

申
込
書
」
と
「
家
庭
調
査
票
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ

か
、
手
続
き
の
際
に
必
要
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
保
護
者
の
住
所
と
氏
名
が
確
認

で
き
る
も
の

②
申
請
用
の
印
鑑

③
緊
急
時
に
医
療
機
関
を
利
用
す

る
た
め
の
健
康
保
険
証
の
写
し

利

用

予

約

電
話
（
明
和
ゆ
た
か
保
育
園
、

1
53
・
２
０
２
０
）
等
に
よ
る
利

用
予
約
が
で
き
ま
す
。

■
予
約
受
け
付
け

利
用
日
の
１

カ
月
前
か
ら
休
園
日
を
除
く
３
日

前
ま
で

■
受
付
時
間
（
電
話
の
場
合
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
休
園
日

を
除
く
）

そ

の

他

■
子
ど
も
が
急
病
（
発
熱
・
そ
の

他
）
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
迎
え
に

来
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
場
合

で
も
、
利
用
料
金
は
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
迎
え
の
際
に
精
算
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
保
育
園
の
都
合
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
明
和
ゆ
た
か
保
育

園
（
1
53
・
２
０
２
０
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

断
続
的
・
緊
急
一
時
的
な
子
ど
も
（
０
〜
５
歳
児
）
の
保
育

認
　
可

保
育
所
明
和
ゆ
た
か
保
育
園
で
一
時
保
育
を
開
始

平
成
23
年
４
月
か
ら
、
認
可
保
育
所
「
明
和
ゆ
た
か
保
育
園
（
明
和

町
斎
宮
３
５
３
５
│
１
）」
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
都
合
に
よ

っ
て
、
断
続
的
・
緊
急
一
時
的
に
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
と
な
る
子
ど

も
（
０
〜
５
歳
児
）
を
対
象
と
し
た
「
一
時
保
育
」
を
始
め
ま
し
た
。

認可保育所　明和ゆたか保育園

くらし
広報めいわ ６月号

平成23年
(2011年)

シルバー人材センター事務所移転のお知らせ
一般社団法人明和町シルバー人材センターでは、５月２日に事務所を移転しまし

た。移転後の新しい事務所の所在・電話番号等は次のとおりです。

（移転前の所在　明和の里内）

【移転後の新しい事務所の所在・電話番号等】
明和町大字蓑村21番地（多気郡農業協同組合南明星支店跡）

10596・52・1107、I0596・52・1108

＝ シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー の 会 員 募 集 ＝
豊富な経験・知識・技能を活かしてみませんか

明和町シルバー人材センターでは、おおむね60歳以上・健康で働く意欲のある人

を対象に、新規会員を募集しています。特に「草刈り、草取り、庭木の手入れ、車

の運転」ができる人を特に求めています。

会員は、自らが得意とする仕事の分野で登録し、シルバー人材センターから請負

または委任の形式によって仕事を引き受け、仕事量に応じた配分金を受け取ります。

※仕事は「臨時的・短期的」な内容のため、生活を支えるような就業ではありませ

ん。会員募集をはじめ、シルバー人材センターへの仕事の注文等、詳しくは明和町

シルバー人材センター（152・1107）へお問い合わせください。
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

■全国避難者情報システムの手続き等の流れ 

①所定の書面で提供してい 
　ただく情報 
　※氏名・生年月日・性別、 
　　避難前の住所、避難先(避 
　　難所、個人宅等)の情報 

②お知らせ 
　※見舞金等の各種給付の連絡、国民健康保険証の再発行、 
　　税や保険料の減免・猶予・期限延長等の通知等 

避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん 

(

明
和
町) 

避
難
先
の
市
区
町
村 

(

三
重
県) 

避
難
先
の
都
道
府
県 

避
難
前
に
お
住
ま
い
の
県
・
市
町
村 

全国避難者情報システムによる情報提供をお願いします

【東日本大震災で避難されている皆さんへ】
総務省では、先の東日本大震災で全国各地へ避難されている皆さん

に、全国避難者情報システムによる「避難先の市町村へのご自身の情

報の提供」を呼びかけています。所定の書面による皆さんからの情報

提供に基づき、避難前にお住まいの県や市町村から、さまざまなお知

らせをお届けできるようになります。

明和町では、生活環境課窓口で情報提供を受け付けています。詳し

くは、同課(152・7114)へ問い合わせください。

東日本大震災義援金 温かいご支援をお願いします
明和町と明和町社会福祉協議会では、それぞれ役場庁舎または事務

所の玄関ホールに「東日本大震災義援金」の募金箱を設置し、皆さん

に温かいご支援をお願いしています。お寄せいただいた義援金は、日

本赤十字社を通して各被災県で設置される義援金配分委員会に全額が

送金され、被災地の皆さんに届けられます。

これまでにお寄せいただいた義援金の累計額は、５月13日現在で

合計4,636,294円となりました。ご協力いただきました皆さんに心か

らお礼申し上げます。今後も引き続き募金箱を設置しますので、皆さ

んの温かいご支援をお願いします。

【東日本大震災義援金の募金箱】

■設置場所 明和町役場庁舎１階玄関ホール、明和町社会福祉協議会

玄関ホール

■設置曜日と時間 ①明和町役場庁舎＝土曜日と祝日以外、②明和町

社会福祉協議会＝土・日曜日と祝日以外、時間はいずれも午前８時

30分から午後５時15分まで

※税制上の優遇措置等のために、義援金の領収書等が必要な場合は、

直接日本赤十字社等への振り込みをお願いします。詳しくは、福祉子

育て課（152・7115）へお問い合わせください。

陸
前
高
田
市
な
ど

東
日
本
大
震
災
被
災
地

に
町
職
員
を
派
遣

こ
の
ほ
ど
明
和
町
で
は
、

東
日
本
大
震
災
の
各
被
災
地

で
の
行
政
事
務
を
支
援
す
る

た
め
、
町
職
員
を
派
遣
し
ま

し
た
。

派
遣
期
間
や
派
遣
先
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
岩
手
県
陸
前
高
田
市
・
５

月
11
日
〜
15
日
＝
保
健
師
１

人■
宮
城
県
多
賀
城
市
・
５
月

９
日
〜
６
月
５
日
＝
事
務
職

員
４
人
（
介
護
保
険
関
係
）
、

５
月
22
日
〜
28
日
＝
文
化
財

技
師
１
人
（
文
化
財
関
係
）

くらし
広報めいわ ６月号

平成23年
(2011年)

東
日
本
の
太
平
洋
沿
岸
に
甚
大

な
被
害
を
及
ぼ
し
た
先
の
東
日
本

大
震
災
か
ら
、
約
３
カ
月
余
り
が

経
過
し
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
地

方
で
も
「
今
後
30
年
以
内
に
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
８
ク
ラ
ス
の
東
海
地

震
が
発
生
す
る
確
率
は
89
％
以

上
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
日
ご
ろ

か
ら
の
大
地
震
へ
の
備
え
が
必
要

で
す
。

平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災

で
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
約
９

割
が
「
家
具
の
転
倒
や
家
の
倒
壊
」

に
よ
る
も
の
で
し
た
。
重
要
な
地

震
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
住
宅

の
耐
震
化
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
木
造
住
宅
の
多
く
は
、
震

度
６
以
上
の
揺
れ
で
倒
壊
す
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
家
屋

の
倒
壊
は
津
波
か
ら
の
逃
げ
遅
れ

や
火
災
の
原
因
と
な
っ
た
り
、
緊

急
車
両
の
通
行
の
妨
げ
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

明
和
町
木
造
住
宅
耐
震
補
強
事

業
費
補
助
金
交
付
要
綱
な
ど
、
明

和
町
が
実
施
す
る
各
種
木
造
住
宅

耐
震
補
強
等
の
補
助
対
象
者
に
つ

い
て
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
、
高

齢
者
要
件
や
所
得
要
件
の
撤
廃
な

ど
の
一
部
制
限
を
緩
和
し
ま
し

た
。こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
、
耐
震
診
断
、

耐
震
補
強
等
を
実
施
し
、
大
地
震

の
発
生
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

各
種
木
造
住
宅
耐
震
補
強

等
補
助
の
概
要

■
対
象
建
築
物
の
要
件

①
木
造
住
宅

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

③
階
数
＝
３
階
以
下

※
補
助
制
度
に
お
い
て
は
、
対
象

建
築
物
の
要
件
以
外
に
、
そ
れ
ぞ

れ
個
別
要
件
が
あ
り
ま
す
。

■
各
種
補
助
等
の
内
容

①
耐
震
診
断
＝
無
料

②
耐
震
補
強
計
画
＝
補
助
基
本
額

の
３
分
の
２
を
補
助
（
最
大
16
万

円
ま
で
）

③
耐
震
補
強
＝
補
助
基
本
額
の
３

分
の
２
を
補
助
（
最
大
１
２
０
万

円
ま
で
）

④
耐
震
部
分
補
強
＝
補
助
基
本
額

の
３
分
の
１
を
補
助
（
最
大
20
万

円
ま
で
）◇

　
　
　
　
　
◇

※
各
種
木
造
住
宅
耐
震
補
強
等
の

補
助
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
危
機

管
理
室
（
1
52
・
７
１
１
０
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
震
に
備
え

ご
活
用
く
だ
さ
い

木
造
住
宅
耐
震
補
強
等
の
補
助
制
度

【
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
着
工
の
木
造
住
宅
】

対者象要件と
制限を緩和

危機管理室
152・7110
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被
保
険
者
証
の
更
新
、
保
険
料
軽
減
・
減
免
な
ど

被
保
険
者
証
の
更
新

８
月
１
日
B
か
ら

被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

８
月
１
日
6
か
ら
「
被
保
険
者
証
」

が
変
わ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
（
65
歳
以
上
で
一

定
の
障
が
い
が
あ
り
、
制
度
に
加
入
す
る
人
を
含
み
ま
す
）
を
被
保
険

者
と
す
る
医
療
保
険
制
度
で
す
。

被
保
険
者
証
の
更
新
・
保
険
料
の
算
定
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

７
月
下
旬
に
、
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

あ
て
に
「
新
し
い
被
保
険
者
証
（
ピ

ン
ク
色
）」
を
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付

し
ま
す
。
現
在
ご
使
用
い
た
だ
い
て

い
る
被
保
険
者
証
（
若
草
色
）
の
有

効
期
限
は
、
７
月
31
日
a
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
８
月
以
降
は
、

必
ず
「
新
し
い
被
保
険
者
証
（
ピ
ン

ク
色
）」
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

※
８
月
以
降
、
現
在
ご
使
用
い
た
だ

い
て
い
る
被
保
険
者
証
（
若
草
色
）

は
、
明
和
町
長
寿
健
康
課
窓
口
で
返

却
い
た
だ
く
か
、
各
自
で
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
算
定

７
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
対

し
て
保
険
料
を
算
定
し
、
原
則
と
し

て
、
７
月
中
旬
ご
ろ
に
明
和
町
役
場

税
務
課
か
ら
保
険
料
額
と
納
付
方
法

①均等割額＝36,800円

②所得割額＝基準所得金額（平成22年中の総所得金

額－基礎控除額33万円）×所得割率6.83%

①＋②＝年間保険料額（限度額50万円）

※保険料算定上の「総所得金額」は、各種収入（申

告分離課税の退職所得と遺族・障害年金を除く）か

ら、給与控除額等の必要経費を差し引いた所得（社

会保険料控除・扶養控除等の各種所得控除適用前）

の合計額です。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

保

険

料

の

算

定

【 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 の 軽 減 措 置 】
軽減対象となる場合は、軽減措置後の保険料額を通知します。また、保険料算定上の「総所得金額」は、各種収入

（申告分離課税の退職所得と遺族・障害年金を除く）から、給与控除額等の必要経費を差し引いた所得（社会保険料控

除・扶養控除等の各種所得控除適用前）の合計額です。

【均等割額の軽減】

■９割軽減 同一世帯（平成23年４月１日時点、年度途中資格取得者は資格取得日時点）の被保険者と世帯主の総所得

金額の合算額（以下「合算額」といいます。）が33万円以下で、かつ世帯の被保険者全員の収入が年金のみで、その

収入がそれぞれ80万円以下の場合、均等割額が９割軽減（軽減後の額＝3,680円）となります。

■８.５割軽減 合算額が33万円以下の場合、均等割額が８.５割軽減（軽減後の額＝5,520円）となります。

■５割軽減 合算額が（33万円＋世帯主を除く被保険者数×24.5万円）以下の場合、均等割額が５割軽減（軽減後の

額＝18,400円）となります。

■２割軽減 合算額が（33万円＋被保険者数×35万円）以下の場合、均等割額が２割軽減（軽減後の額＝29,440円）

となります。

※均等割額の軽減において、総所得金額は、事業専従者控除・譲渡所得特別控除適用前の金額となります。また、65歳

以上の人の年金所得は、通常の公的年金控除以外に15万円を控除し計算します。

【所得割額の軽減】

■５割軽減 基準所得金額（総所得金額ー基礎控除額33万円）が58万円以下の場合、所得割額が５割軽減となります。

※所得割額の軽減において、収入が年金のみの場合は、その収入金額（総所得金額ではありません）が「153万円を超

え211万円以下の人」が軽減対象となります。

【長寿医療制度に加入す る前日に「被用者保険 の被扶養者」であった人に対する軽減】

後期高齢者医療制度に加入する前日に「被用者保険の被扶養者」であった人については、均等割額を９割軽減し、か

つ所得割は賦課しません。軽減対象となる場合は、軽減措置後の保険料額を通知しますが、「被用者保険の被扶養者」

であった人で、軽減措置が行われていない場合は、お手数をおかけしますが、明和町長寿健康課（152・7116）へお
知らせください。

※被用者保険とは、協会けんぽ（旧政府管掌健康保険）、企業の健康保険組合による健康保険、船員保険、公務員の共

済組合などのことをいいます。ただし、市町国民健康保険と国民健康保険組合は含まれません。

K

くらし
広報めいわ ６月号

平成23年
(2011年)
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の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

保
険
料
額
は
、
被
保
険
者
全
員

が
定
額
を
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」

と
、
個
々
の
所
得
に
応
じ
た
額
を

負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の
合
計

額
で
す
。

※
前
ペ
ー
ジ
上
段
カ
コ
ミ
「
保
険

料
の
算
定
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。

保
険
料
減
免
な
ど

災
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
や
生
活

困
窮
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付

が
著
し
く
困
難
な
人
（
概
ね
生
活

保
護
基
準
に
準
じ
る
程
度
の
場

合
）
は
、
申
請
に
基
づ
き
、
保
険

料
の
減
免
や
徴
収
猶
予
の
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
保
険
料
の
減
免
・
徴
収
猶
予
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
明
和

町
税
務
課
ま
た
は
収
税
対
策
室
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
院
時
の
食
事
代
減
額

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で

あ
る
場
合
は
、
申
請
に
基
づ
き

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

入
院
の
際
に
、
本
証
の
窓
口
提

示
に
よ
っ
て
食
事
代
が
減
額
さ
れ

ま
す
。

該
当
す
る
場
合
は
、
事
前
に
明

和
町
長
寿
健
康
課
で
認
定
証
の
交

付
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。保

険
料
の
徴
収

保
険
料
の
徴
収
方
法
は
、
原
則

と
し
て
「
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）」
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
年
金
の
受
給
額
が
年

額
18
万
円
未
満
の
人
や
、
介
護
保

険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
合
わ
せ
た
１
回
あ
た
り
の
天
引

き
額
が
、
年
金
の
１
回
あ
た
り
の

支
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場

合
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
な
ど

で
納
付
し
て
い
た
だ
く
「
普
通
徴

収
」
と
な
り
ま
す
。

※
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
に
お
い
て
、
複
数
の
年
金
を

受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
受
給
額

の
多
少
に
関
わ
ら
ず
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
の
順
番

で
、
優
先
順
位
の
高
い
１
種
類
の

年
金
か
ら
保
険
料
を
徴
収
し
ま

す
。

K

糖尿病など生活習慣病の早期発見のために

「後期高齢者健康診査」を次のとおり実施しま

す。

三重県後期高齢者医療広域連合から対象者

あて、６月下旬以降に「受診券」を送付しま

す。対象の人は、実施期間内に受診してくだ

さい。

■対象 後期高齢者医療被保険者（８月31日

までに被保険者となる人）

■受診期間 ７～11月

■受診場所 病院・診療所等

■自己負担額 ①住民税課税世帯の人＝500

円、②住民税非課税世帯の人＝200円

※受診方法等は「受診券」をご覧ください。

そのほか、詳しくは三重県後期高齢者医療広

域連合事業課（1059・221・6884）へお問
い合わせください。

後 期 高 齢 者 健 診 の 実 施

■
特
別
徴
収

保
険
料
額
決
定
通

知
書
と
10
月
以
降
の
年
金
天
引
き

額
（
年
金
支
給
月
ご
と
）
を
通
知

し
ま
す
。

※
徴
収
月

第
１
回
＝
４
月
、
第

２
回
＝
６
月
、
第
３
回
＝
８
月
、

第
４
回
＝
10
月
、
第
５
回
＝
12
月
、

第
６
回
＝
２
月

※
算
定
方
法

10
月
・
12
月
・
２

月
の
年
金
天
引
き
予
定
額
＝
平
成

22
年
度
決
定
保
険
料
額
か
ら
４

月
・
６
月
・
８
月
の
年
金
天
引
き

額
を
差
し
引
い
た
額

■
普
通
徴
収

保
険
料
額
決
定
通

知
書
と
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
納
期

第
１
期
＝
７
月
、
第
２

期
＝
８
月
、
第
３
期
＝
９
月
、
第

４
期
＝
10
月
、
第
５
期
＝
11
月
、

第
６
期
＝
12
月
、
第
７
期
＝
１
月
、

【後期高齢者医療制度問い合わせ先】
■制度全般について

三重県後期高齢者医療広域連合事業課（①被保険者証・

保険料＝1059・221・6883、②健康診査・医療費通知＝

1059・221・6884）

■資格・給付について 明和町長寿健康課（152・7116）

■保険料賦課について 明和町税務課（152・7113）

■保険料収納について 明和町収税対策室（152・7143）

第
８
期
＝
２
月
、
第
９
期
＝
３
月

保
険
料
納
付
方
法
の
変
更

年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
へ

保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い

て
、
申
請
に
基
づ
き
、
年
金
天
引

き
か
ら
口
座
振
替
へ
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
す
で
に
変
更
の
申
請

を
し
た
人
や
、
引
き
続
き
年
金
天

引
き
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
申
請
の
時
期
に
よ
っ
て
、

口
座
振
替
へ
の
変
更
時
期
が
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

実際にかかった医療費の総額をお知らせし、

その内容の確認とともに、医療と健康に関す

る意識を高め、今後の健康管理に役立ててい

ただくため、三重県後期高齢者医療広域連合

から対象者あて「医療費通知」を次のとおり

送付します。

■対象 後期高齢者医療被保険者で、平成23

年１月１日から12月31日の１年間に療養を

受けた人

■通知内容 平成23年分の医療費総額（10割）

■通知時期 平成24年３月下旬

※医療費通知が不要な場合は、平成24年１月

31日(火)までに、三重県後期高齢者医療広域

連合事業課（1059・221・6884）へご連絡
ください。そのほか、詳しくは同課へお問い

合わせください。

後 期 高 齢 者 医 療 費 の 通 知

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 くらし

広報めいわ ６月号
平成23年
(2011年)
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人権センター＝1 ・I 5 5 - 3 0 5 2

教育課＝1 52 - 7 1 2 3、I 52 - 7 1 3 3

ひと・まち・
ふれあい企画

人権センター

楽
し
い
手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集

【
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
楽
し
い

手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

相
可
高
校
料
理
教
室

【
男
の
料
理
】

初
鰹
（
は
つ
が
つ
お
）
を
さ
ば

い
て
、
季
節
感
あ
ふ
れ
る
「
男
の

料
理
」
を
作
り
ま
す
。

■
日
時

６
月
19
日
5

午
後
１

時
〜
３
時

■
対
象
者
と
定
員

町
内
に
在
住

す
る
20
歳
以
上
の
男
性
、
12
人

（
先
着
順
）

【
家
庭
料
理
を
作
ろ
う
】

前
半
の
男
の
料
理
で
さ
ば
い
て

も
ら
っ
た
鰹
（
か
つ
お
）
を
使
っ

て
「
家
庭
料
理
」
を
作
り
ま
す
。

■
日
時

６
月
19
日
5

午
後
３

時
15
分
〜
５
時
30
分

■
対
象
者
と
定
員

町
内
に
在
住

す
る
20
歳
以
上
の
人
、
18
人
（
先

着
順
）

【
料
理
教
室
共
通
事
項
】

■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
講
師

三
重
県
立
相
可
高
校
食

物
調
理
科
教
諭
の
村
林
新
吾
さ
ん

と
食
物
調
理
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

■
参
加
費

１
５
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん

■
参
加
申
込
期
間

６
月
７
日
7

〜
10
日
:

草
餅
を
作
ろ
う
！

ヨ
モ
ギ
は
、
そ
の
効
能
や
栄
養

価
の
高
さ
か
ら
万
能
薬
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
新
芽
の
ヨ
モ
ギ
を

使
っ
て
「
草
餅
」
を
作
り
ま
す
。

■
日
時

６
月
30
日
9

午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

■
対
象
者
と
定
員

町
内
に
在
住

す
る
20
歳
以
上
の
人
、
40
人
（
先

着
順
）

■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
講
師

西
村
敬
子
さ
ん
、
土
屋

眞
留
美
さ
ん

■
参
加
費

５
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん

■
参
加
申
込
期
間

６
月
21
日
7

〜
24
日
:◇

　
　
　
　
　
◇

※
い
ず
れ
の
教
室
も
、
参
加
申
込

期
間
中
各
日
と
も
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
で
人
権
セ
ン
タ
ー
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
１
人
の
申

し
込
み
に
つ
き
、
１
人
分
の
参
加

を
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
人
権

セ
ン
タ
ー
（
1
55
・

３
０
５
２
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【ひと・まち・ふれあい企画】

ふれあいツアーの参加者募集
人権センターでは、ふれあいツアーの参加者

を次のとおり募集します。ツアーでは、中部電

力川越火力発電所で電力供給や節電等を学ぶほ

か、ノリタケの森で「絵付け体験」や散策をし

ます。皆さん、お気軽にご参加ください。

■日時 第１回＝６月23日(木)、第２回＝７月

１日(金)、時間はいずれも午前７時30分出発・

午後６時帰着予定

■行き先と内容 中部

電力川越火力発電所、

ノリタケの森クラフト

センターほか

■対象 町内に在住す

る20歳以上の人

■参加費 5,000円 （昼食代、入館料、体験料

を含む）

■定員 各回とも40人（先着順）

■参加申込期間・時間等 ６月14日(火)～17日

(金)、午前９時～午後５時に、直接または電

話・ファクスで人権センターへ申し込んでくだ

さい。

※１人の申し込みにつき、２人分の参加を受け

付けます。そのほか、詳しくは人権センター

（155・3052）へお問い合わせください。

絵付け体験の作品例

６
月
10
日
に

修
正
小
で

人
権
講
演
会

明
和
中
学
校
区
人
権
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
委
員
会
で
は
「
各
小
学
校
区

の
人
権
講
演
会
」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

開
催
校
区
の
皆
さ
ん
に
限
ら

ず
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

ま
た
、
事
前
の
参
加
申
し
込
み
も

不
要
で
す
。
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

６
月
10
日
:

午
後
２

時
30
分
〜
３
時
30
分
　
　

■
場
所

修
正
小
学
校
体
育
館

■
内
容

そ
っ
と
や
さ
し
く
〜
絆

〜■
講
師

長
島
り
ょ
う
が
ん
さ
ん

（
音
楽
工
房
夢
の
か
ぼ
ち
ゃ
店
主)

※
詳
し
く
は
、
修
正
小
学
校
（
1

52
・
５
０
６
５
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【成人式実行委員会のメンバーを募集】
明和町では、平成24年1月に成人式を開催する成人式

実行委員会のメンバーを募集しています。本年度の新

成人の皆さん（平成３年４月２日～平成４年４月１日

生まれ）で「成人式の企画・運営をぜひやってみよう」

と思う人は、７月15日(金)までに明和町教育委員会へ

ご連絡ください。詳しくは、教育課生涯学習係

（152・7124）へお問い合せください。

くらし
広報めいわ ６月号

平成23年
(2011年)
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上
級
救
命
講
習
会
の

受
講
者
募
集

【
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
】

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
で

は
、
家
族
や
同
僚
な
ど
が
倒
れ
た

時
、
あ
な
た
に
で
き
る
応
急
手
当

の
講
習
会
（
上
級
救
命
講
習
）
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

６
月
19
日
5

午
前
９

時
〜
午
後
５
時

■
場
所

松
阪
地
区
広
域
消
防
組

合
消
防
本
部
（
松
阪
市
川
井
町
１

０
０
１
│
１
）

■
内
容

①
応
急
手
当
の
重
要

性
、
②
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当

（
心
肺
蘇
生
法
＝
成
人
・
小
児
・

乳
児
に
対
す
る
方
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
法
、
異
物
除
去
）
、
③
そ
の

他
の
応
急
手
当
（
傷
病
者
管
理
法
、

外
傷
の
手
当
要
領
、
搬
送
法
）

■
募
集
人
員

50
人

■
募
集
期
間

６
月
３
日
:
〜
15

日
8

※
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締

め
切
り
ま
す
。

■
受
講
料

無

料■
申
込
方
法

消
防
本
部
ま
た

は
最
寄
り
の
消

防
署
・
分
署

で
、
受
講
申
込

書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
ほ

か
、
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
検
索
キ
ー
ワ
ー

ド
「
松
阪
消
防
」
、
\h

ttp
://

w
w
w
.m
ie
-m
a
ts
u
s
a
k
a

1
1
9
.jp
/

）
か
ら
も
申
し
込
み

が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
修
了
証
の
交
付

受
講
修
了
者

に
は
「
上
級
救
命
講
習
修
了
証
」

を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
明
和
消
防
署
救
急
係
（
1

52
・
５
６
０
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

６月５日～11日（６月第２週）は危険物安全週間
６月５日(日)～11日(土)（６月第２週）は、危険物安全週間です。

気温の高くなる夏場は石油類の蒸気が発生しやすく、危険物による

事故が起こりやすい季節となります。危険物による火災や事故を未然

に防止するため、危険物の貯蔵や取り扱いには十分注意しましょう。

危険物を取り扱う事業所では、次のことに心がけましょう。

①危険物を取り扱う場所の点検

②火災等を想定した消防訓練

③危険物取り扱い方法等の教養

※松阪地区広域消防組合消防本部では、危険物施設の事故防止対策な

どのビデオの教材を貸し出していますので、防火訓練などの際にご活

用ください

※詳しくは、松阪地区広域消防組合消防本部予防課危険物係

（10598・25・1412）、または明和消防署（152・5600）へお問い

合わせください。

＝平成23年度 危険物安全週間推進標語＝

「危険物 無事故のゴールは 譲れない！」

くらし
広報めいわ ６月号

平成23年
(2011年)

６
月
の
日
曜(

窓
口)

開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

６
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
日
に
役
場
の
ご
利
用
が
困
難
な
人
は
、
ぜ
ひ
、
日
曜
（
窓
口
）
開

庁
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
６
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
時

６
月
５
日
・
12
日
・
19

日
・
26
日(

各
日
曜
日)

、
各
日
と
も

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時

〜
５
時
15
分

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中

心
に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容
は
、
事

前

に

町

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（
\

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
.

m
e
iw
a
.m
ie
.jp
/

）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
政
策
課
（
1
52
・
７
１
１

２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
日
曜
座
談
会

６
月
26
日
・
７
月
17
日(

要
事
前
申
し
込
み)

明
和
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
の
直
接
対
話
や
情
報
交
換
を

通
し
て
、
そ
の
声
を
積
極
的
に
町
政
に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、
毎
月

１
回
「
町
長
日
曜
座
談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
６
月
と
７
月
の
日

程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
＝
①
６
月
26
日(

日)

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
６
月
20

日(

月)

、
②
７
月
17
日(

日)

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
７
月
11

日(

月)

■
場
所
＝
役
場
庁
舎
１
階
　
町
長
室
　
■
対
象
＝
町
内
に
在
住

す
る
人
、
ま
た
は
町
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
人
で
構
成
す
る
各
種
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
　
■
申
し
込
み
＝
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
（
希
望
テ

ー
マ
な
ど
）
を
記
入
の
う
え
、
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
（
土
曜
日
と
祝
日
を
除
く
。

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
総
務
課
（
1

52
・
７
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４月中の
主な増減

総人口：23,231人 出生：10人

男：11,177人 死亡：17人

女：12,054人 転入：75人

世帯数：8,058世帯 転出：58人

５月の人口

人 の う ご き
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下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

■
日
時

12
月
13
日
7

午
後
１

時
か
ら

■
場
所

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
（
津
市
一
身
田
上
津
部
田
１

２
３
４
）

■
申
込
書
の
交
付

６
月
30
日
9

か
ら
、
①
明
和
町
上
下
水
道
課
、

②
三
重
県
下
水
道
公
社
雲
出
川
左

岸
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
交
付

■
申
込
期
間

７
月
１
日
:
〜
８

月
22
日
6(
当
日
消
印
有
効)

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
下
水
道
公

社
雲
出
川
左
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー
排

水
設
備
担
当
（
1
０
５
９
・
２
３

５
・
２
０
３
０
、
\h

ttp
:/
/

w
w
w
.m
i
e
-
k
o
u
s
h
a
.

o
r
.jp
/

）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

税
務
職
員
の
募
集

(

高
校
卒
業
程
度
）

■
職
種

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

（
税
務
）
試
験

■
受
験
資
格

平
成
２
年
４
月
２

日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人

■
申
込
期
間

６
月
21
日
7
〜
28

日
7

■
試
験
日

第
１
次
試
験
＝
９
月

４
日
5
、
第
２
次
試
験
＝
10
月
13

日
9
〜
20
日
9
の
い
ず
れ
か
指
定

す
る
日

※
詳
し
く
は
、
名
古
屋
国
税
局
人

事
第
二
課
試
験
係
（
1
０
５
２
・

９
５
１
・
３
５
１
１
、
国
税
庁
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
\

h
t
t
p
:/
/

w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp

）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

明和町観光協会

では、大淀ふれあ

いキャンプ場の安

全祈願祭を次のと

おり行います。

この催しは、一

般の皆さんにもご

自由に参加いただ

けます。皆さん、

多数ご参加くださ

い。

■日時と内容 ７月２日(土) 午前９時30分～10時　安全祈

願祭、午前10時５分～11時30分　業平夢太鼓・フラダン

ス・宝探し・餅まき

■場所 大淀ふれあいキャンプ場

※詳しくは、明和町観光協会（H52・0055）へお問い合わせ

ください。

７
月
２
日
に

大
淀
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
で
安
全
祈
願
祭

これまでの安全祈願祭（餅まき）の様子

地デジ臨時相談コーナー開設のお知らせ
総務省三重県テレビ受信者支援センター

（デジサポ三重）では、７月24日(日)のテレ

ビ地上アナログ放送終了に伴い、デジタル放

送の視聴方法等のご相談をお受けする「地デ

ジ臨時相談コーナー」を次のとおり開設しま

す。相談予約は必要ありません。皆さん、お

気軽にご利用ください。

詳しくは、同センター（1059・213・

1030）へお問い合わせください。

■日時と場所

①６月28日(火) 明和町役場玄関ホール

②７月６日(水) 明和町人権センター玄関

ホール

③７月18日(月) 明和の里玄関ホール

④７月26日(火) 明和町役場玄関ホール

※時間はいずれも午前９時30分～午後４

時30分

音
訳
奉
仕
者
養
成
講
習
会

(

初
級)

の
受
講
者
募
集

三
重
県
視
覚
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
音
訳
奉
仕
者
養
成
講

習
会
（
初
級
）
の
受
講
者
を
次
の

初
級
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
養
成
講
習
会
募
集

三
重
県
身
体
障
害
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
は
、
初
級
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会
の
受

講
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
講
習
日
と
内
容

７
月
９
日

;

・
10
日
5

・
23
日
;

の
３
日

間
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
講
義
・
実
技
＝
計
18
時
間
以
上

■
講
習
場
所

三
重
県
身
体
障
害

者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
津
市
一

身
田
大
古
曽
６
７
０
│
２
）

■
対
象
と
定
員

三
重
県
内
に
在

住
、
在
学
ま
た
は
在
勤
し
、
講
習

会
の
全
日
程
に
出
席
で
き
る
18
歳

以
上
の
人
、
60
人

■
受
講
料

４
０
０
０
円

※
受
講
申
込
締
め
切
り
は
６
月
17

日
:
で
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
三
重

県
身
体
障
害
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
1
０
５
９
・
２
３
１
・
０
１

５
５
）
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
講
習
日
時

①
平
日
半
日
コ
ー

ス
＝
７
月
12
日
7
〜
14
日
9
、
19

日
7
〜
21
日
9
の
６
日
間
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午
、

②
土
曜
日
１
日
コ
ー
ス
＝
７
月
９

日
・
23
日
、
８
月
６
日
（
各
土
曜

日
）
日
の
３
日
間
、
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
講
習
場
所

三
重
県
視
覚
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
津
市
桜
橋
二

丁
目
１
３
１
）

■
対
象

講
習
会
の
全
日
程
に
参

加
で
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

の
活
動
の
気
持
ち
が
あ
る
人

■
受
講
料

無
料
（
教
材
費
＝
テ

キ
ス
ト
５
０
０
円
が
別
途
必
要
）

※
受
講
申
込
締
め
切
り
は
６
月
24

日
:
（
必
着
）
で
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
三
重

県
視
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
1
０
５
９
・
２
１
３
・
７
３
０

０
）
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お知らせ
広報めいわ　　 ６月号

平成23年
(2011年)
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の

参
加
者
を
募
集

【
明
和
町
体
育
協
会
】

明
和
町
体
育
協
会
で
は
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

下
御
糸
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

■
日
時

７
月
９
日
・
16
日
・
23

日
・
30
日（
各
土
曜
日
、計
４
回
）、

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
11

時■
場
所

下
御
糸
小
学
校
体
育
館

■
対
象
者

下
御
糸
小
学
校
１
〜

３
年
生
の
女
子
児
童

■
募
集
人
員

先
着
15
人

■
参
加
費

１
０
０
０
円

■
保
険
料

８
１
０
円

■
申
込
受
付
期
間

６
月
10
日
:

〜
20
日
6

Jr.
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル(

女
子)

■
日
時

７
月
23
日
・
30
日
、
８

月
６
日
・
20
日
・
27
日
（
各
土
曜

日
、
計
５
回
）
、
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
場
所

斎
宮
小
学
校
体
育
館

■
対
象
者

町
内
の
小
学
校
１
〜

６
年
生
女
子
児
童

■
募
集
人
員

先
着
30
人

■
参
加
費

１
０
０
０
円

■
保
険
料

８
１
０
円

■
申
込
受
付
期
間

６
月
23
日
9

〜
７
月
３
日
5

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

■
日
時

７
月
26
日
、
８
月
２

日
・
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日

（
各
火
曜
日
、
計
６
回
）、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

■
場
所

明
和
町
総
合
体
育
館
ア

リ
ー
ナ

■
対
象
者

町
内
の
小
学
校
１
〜

６
年
生
児
童

■
募
集
人
員

先
着
40
人

■
参
加
費

１
０
０
０
円

■
保
険
料

８
１
０
円

■
申
込
受
付
期
間

６
月
27
日
6

0（  ー2） 

0（　  0） 

0（　  0） 

0（  　0） 0（  ー2） 

23（  ー1） 0（  ー1） 

23（  　4） 

■町内の治安情勢（平成23年４月１日～30日、概数） 

手　　口 件数（前月比） 手　　口 件数（前月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

■最大震度別地震回数（平成23年４月１日～30日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

 ※ 

0 0 0 0 11 2 2 1 0 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

平成23年４月 
(概       数)

前 年 比 

交通事故総件数 

人身事故件数 

負傷者数 

死 者 数 

物損事故件数 

42件 

6件 

6人 

0人 

36件 

197件 

29件 

32人 

1人 

188件 

ー5件 

ー8件 

ー15人 

1人 

3件 

■町内の交通事故発生状況（平成23年５月13日現在） 

平成23年１月 
からの累計 

〜
７
月
７
日
9

※
各
教
室
の
日
程
・
会
場
等
は
事

情
に
よ
っ
て
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
先
は
明
和
町
総
合
体

育
館
で
す
。
各
教
室
の
申
込
受
付

期
間
中
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

８
時
）
に
、
所
定
の
申
込
用
紙
に

参
加
費
と
保
険
料
（
振
込
手
数
料

を
含
む
）
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
体
育
協
会

（
明
和
町
総
合
体
育
館
内
、
1

52
・
７
１
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【ご意見をお聞かせください】

中学校教科書見本の展示
学校で使用する教科書は、各教科とも数種類が発

行され、その中からわたしたちの地域の児童・生徒

に適する教科書を選定しています。

平成24年度から中学校で使用する教科書見本を次

のとおり展示しています。ぜひ見本をご覧いただき、

ご意見などをお聞かせください。

■展示場所と日時

①松阪市子ども支援研究センター　ミーティングル

ーム、６月17日(金)～６月30日(木) 午前９時～

午後５時

②明和町役場庁舎１階　第２会議室、６月19日(日)

～28日(火)（土曜日を除く） 午前９時～午後５時

※中学校教科書見本展示について、詳しくは明和町

教育委員会教育課（H52・7123）へお問い合わせ

ください。

ドドンコドコドン！
会員(打ち手)を随時募集
【明和太鼓保存会】

昭和63年発足の明和太鼓保存会

（高場一浩会長、一般会員18人・子

ども会員５人）では、小学生から一

般まで、会員（和太鼓の打ち手）を次のとおり随時募集しています。

■対象 小学生児童から一般

■練習日・場所 ①一般会員（中学生から一般）＝毎週水曜日の午

後８時～10時、②子ども会員（小学生）＝毎週土曜日の午後６時

～８時、場所はいずれも明和町担い手センター

■年会費 ①一般会員＝2,000円、②子ども会員＝1,000円

※スポーツ保険は、保存会負担で加入いただけます。

■活動内容 例年の斎王まつり出演をはじめ、町内外の施設訪問や

イベント出演等

※練習の見学や入会等について、詳しくは明和太鼓保存会の高場会

長（152・1038）へお問い合わせください。

前回の斎王まつり出演の様子

お知らせ
広報めいわ　　 ６月号

平成23年
(2011年)
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乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
は

い
ず
れ
も

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児

①
６
月
16
日

9
＝
平
成
20
年
11
月
生
ま
れ
、
②

７
月
19
日
7
＝
平
成
20
年
12
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
前
９
時

30
分
ま
で

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児

①
６
月
10
日

:
＝
平
成
21
年
11
月
生
ま
れ
、
②

７
月
８
日
:
＝
平
成
21
年
12
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
後
１

時
10
分
〜
１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児

①
６
月
17
日

:
＝
平
成
19
年
11
月
生
ま
れ
、
②

７
月
15
日
:
＝
平
成
19
年
12
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
後
１

時
10
分
〜
１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
児

６
月
22
日
8

、

乳
幼
児
で
月
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
受
付
時
間

①
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
、
②
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
、
子
ど
も
の
名
前
・
生
年
月

日
を
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

【
離
乳
食
教
室
】

■
日
時
・
対
象
者

６
月
18
日
;

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、
10
カ
月

ま
で
の
子
ど
も
の
親

■
内
容

離
乳
食
の
話
・
試
食
な

ど■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
、
子
ど
も
の
名
前
・
生
年
月

日
を
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

■
そ
の
他

託
児
要
相
談

◇
　
　
　
　
　
◇

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
子
育
て
課

（
1
52
・
７
１
１
５
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お知らせ
広報めいわ　　 ６月号

平成23年
(2011年)

料
理
講
習
会
の
参
加
者
募
集

食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会

明
和
町
食
生
活
改
善
推
進
連
絡

協
議
会
で
は
、
「
親
子
料
理
」
講

習
会
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
８
日
:

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

■
場
所

い
つ
き
会
館
（
斎
宮
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

■
対
象
と
定
員

町
内
在
住
ま
た

は
在
勤
の
人
、
20
人
程
度

■
参
加
費

５
０
０
円
程
度

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■
申
込
期
限

６
月
30
日
9

■
申
し
込
み

住
所
・
名
前
・
電

リ
サ
イ
ク
ル
石
け
ん
作
り

の
参
加
者
募
集

申
し
込
み
は
産
業
課
ま
で

消
費
生
活
グ
ル
ー
プ
「
明
和
す

ず
し
ろ
会
」
で
は
、
家
庭
か
ら
出

る
天
ぷ
ら
油
の
廃
油
を
使
っ
た
リ

サ
イ
ク
ル
せ
っ
け
ん
を
作
り
ま

す
。
皆
さ
ん
、
一
度
体
験
し
て
み

６
月
26
日
に

健
康
ウ
ォ
ー
ク

明
和
町
と
明
和
町
楽
し
く
歩
こ

う
会
で
は
、
「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
参
加
は
、
当

日
に
受
け
付
け
ま
す
。
ど
な
た
で

も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す

の
で
、
皆
さ

ん
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時

６
月
26
日
5

受
け
付

け
＝
午
前
８
時
30
分
、
出
発
＝
午

前
８
時
45
分

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

■
集
合
場
所

大
淀
ふ
れ
あ
い
キ

ャ
ン
プ
場

■
コ
ー
ス

大
淀
海
岸
堤
防
な
ど

を
散
策
す
る
コ
ー
ス
、
約
５
キ
ロ

■
持
ち
物

タ
オ
ル
、
飲
み
物
等

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
必
要
な
物

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
（
1

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ま
せ
ん
か
。

■
日
時

６
月
25
日
;

午
前
９

時
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
も
開
催
し
ま
す
。

■
場
所

中
央
公
民
館

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
軍
手
、

マ
ス
ク
、
１
リ
ッ
ト
ル
の
牛
乳
パ

ッ
ク
２
本
（
つ
ぶ
し
て
い
な
い
も

の
）

■
申
込
先

産
業
課
企
業
誘
致
商

工
観
光
係
（
1
52
・
７
１
３
８
）

※
明
和
す
ず
し
ろ
会
で
は
、
随
時

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
産
業
課
企
業
誘
致
商
工
観

光
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

話
番
号
を
、
次
の
い
ず
れ
か
の
人

へ
。
①
奥
山
要
子
さ
ん
（
1
52
・

５
９
７
４
）
、
②
保
本
豊
子
さ
ん

（
1
52
・
５
２
８
９
）

※
詳
し
く
は
、
前
記
申
込
先
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６
月
の
町
税
・
保
険
料
納
期

６
月
の
町
税
・
保
険
料
納
付

は
次
の
と
お
り
で
す
（
年
金
天

引
き
を
除
く
）。

■
町
県
民
税
＝
１
期
分
、
国
民

健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
＝

各
第
３
期
分

■
納
期
限
＝
６
月
30
日(

木)

※
口
座
振
替
の
場
合
は
６
月
27

日(

月)

に
振
替
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
収
税
対
策
室

（
1
52
・
７
１
４
３
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時

６
月
10
日(

金)

、
６

月
27
日(

月)

、
各
日
と
も
午
後

５
時
15
分
〜
８
時
30
分

■
場
所
と
内
容

収
税
対
策

室
、
町
税
・
保
険
料
の
納
付
・

相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時

６
月
５
日
・
12
日
・

19
日
・
26
日
（
各
日
曜
日
）
、

各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分

■
場
所
と
内
容

会
計
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付

※
詳
し
く
は
、
収
税
対
策
室

（
1
52
・
７
１
４
３
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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●読み聞かせ
ふるさと会館では、

子どもたちを対象と

した「読み聞かせ」

を次のとおり行いま

す。楽しいお話がた

くさんあります。皆

さん、お気軽にご参

加ください。

【ふるさと会館スタッフの読み聞かせ】

■日時と場所 ６月23日(木) 午前11時～、１階児童室

【おはなし小槌(こづち)の読み聞かせ】

■日時と場所 ６月26日(日) 午後２時～、１階児童室

■内容 絵本「あかいかさ」「こんにちは！へんてこライ

オン」、紙芝居「パパねこ つりへ」

※てんとうむしの読み聞かせは、平成23年度は奇数月に

開催します。

●歴史民俗資料館「押し花展」開催のお知らせ
■期間 ６月11日(土)～７月10日(日）

■時間 ①平日＝午前９時30分～午後７時、②土・日曜

日、祝日＝午前９時30分～午後５時30分

■場所 ふるさと会館２階特別展示コーナー

※開催期間中は、押し花作りの体験ができます。多数の

皆さんのご来館をお待ちしています。

●特別蔵書点検に伴う休館(５月31日～６月10日)
のお知らせ
特別蔵書点検（すべての図書の点検）に伴い、次の期

間は休館させていただきます。休館期間中の図書の返却

は、ふるさと会館入口のブックポストへお願いします。

■休館期間 ５月31日(火)～６月10日(金)

●６月の休館日
６月１日(水)～10日(金)、13日(月)、20日(月)、27日

(月)、30日(木)

※各催し等について、詳しくはふるさと会館（152・

7131）へお問い合わせください。

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せ
いつきのみや歴史体験館では、いつでも体験できる盤

双六（ばんすごろく）や貝覆い（かいおおい）などをは

じめ、季節に合わせた内容のおはなし会や草木染め体験

など、各種催しを行っています。

体験館の周辺で四季折々に咲く花を散策しながら、ご

家族やお友達でご来館ください。

●おはなし会
【要予約・先着順】
「おはなし小槌（こ

づち）」の皆さんによ

る楽しい絵本や紙芝

居の読み聞かせです。

今回は「七夕」にち

なんだお話を予定し

ています。お話の後は、七夕飾りを作ったり短冊に願い

事を書いて飾り付けをします。ご家族親子でご参加くだ

さい。

■日時 ７月２日(土) 午前10時～11時

■参加費と定員 無料、30人（先着順）

●草木染め体験「藍の生葉」【要予約・先着順】
夏の季節にしかできない

「藍の生葉染め」です。藍の

葉の採集から染めまでを体

験します。絹のハンカチや

スカーフを染めましょう。

皆さん、お気軽にご参加く

ださい。

■日時 ７月23日(土) 午前10時～午後０時30分

■参加費と定員 600円～、20人（先着順）

※各催しの参加申し込み・問い合わせ等、詳しくはいつ

きのみや歴史体験館（152・3890）へ問い合わせくだ

さい。

いつきのみや歴史体験館からお知らせ

おはなし会

藍の生葉

お知らせ
広報めいわ　　 ６月号

平成23年
(2011年)

＝まずは お気軽にご相談ください＝
【児童虐待相談窓口】
■明和町福祉子育て課 10596・52・7115

■中勢児童相談所　　　　　　　1059・231・5666

【ＤＶ(ドメスティック・バイオレンス)相談窓口】
■明和町福祉子育て課 10596・52・7115

■配偶者暴力相談支援センター　1059・231・5600

■警察安全相談電話　 1059・224・9110 ♯9110

■松阪警察署　　　　　　　　　10598・53・0110

■松阪保健福祉事務所　　　　　10598・50・0520

※お気軽に、まずはお電話してください。

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

明和町広報紙「広報めいわ」では、紙面に掲載する有料広告を
次のとおり募集しています。有料広告の掲載申し込みは、原則と
して年度内分・掲載枠分を先着順で受け付け、広報発行月の前月
５日に締め切ります。募集要件など詳細内容については、総務課
情報係（152・7111）へお問い合わせください。

【毎月の広告枠の大きさ・広報紙発行１回あたりの掲載料金】
■裏表紙面（４色印刷） ①縦4.35cm×横8.75cm＝ 7,000円

②縦4.35cm×横18cm＝14,000円
■中　　面（２色印刷） ①縦4.35cm×横8.75cm＝ 5,000円

②縦4.35cm×横18cm＝10,000円

明 和 町 広 報 紙 有 料 広 告 掲 載 の 募 集
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【明和町ホームページ】
\h t t p : / /www . t own .m e iw a . m i e . j p /

【明和町Eメールアドレス】
Ns o umu@ t own .m i e - m e iw a . l g . j p（総務課）

広
報
め
い
わ
No.524  平

成
23年

(2011年
) ６
月
号

午前６ 
 
７ 
 
８ 
９ 
 
10 
 
11 
 

午後０ 
 
１ 
 
２ 
３ 
 
４ 
 
５ 
 
６ 
 
７ 
 
８ 
９ 
 
10 
 
11 
深夜 

６：00 明和ニュース 
          天気 
７：00 明和ニュース 
          天気 
８：00 特集 
９：00 明和ニュース 
          天気 
10：00 明和ニュース 
          天気 
11：00 特集 
 
０：00 明和ニュース 
        天気 
１：00 明和ニュース 
        天気 
２：00 特集 
３：00 明和ニュース 
        天気 
４：00 明和ニュース 
        天気 
５：00 特集 
 
６：00 明和ニュース 
        天気 
７：00 明和ニュース 
        天気 
８：00 特集 
９：00 明和ニュース 
        天気 
10：00 明和ニュース 
          天気 
11：00 特集 
０：00 明和ニュース 
０：20～６：00 休止 

【放送時間・番組】 【明和ニュース・特集の内容】 【放送期間】 

６月23日(木) 
　      ～29日(水)

６月９日(木) 
        ～15日(水)

５月26日(木) 
　～６月１日(水)

６月２日(木) 
        ～８日(水)

明和ニュース：①斎宮小学校運動会、②修正小学校ス 
ポレクフェスタ、ほか 
コラム：スポーツ少年団紹介４ 
特　集：スポ少ソフトボール開幕戦 消防団長杯 
 
 
 
 

６月16日(木) 
        ～22日(水)

明和ニュース：①修正小学校 法務授業、②上御糸小学 
校学校開放デー、ほか 
コラム：第29回斎王まつり斎王役選考会 
特　集：第29回斎王まつり 
 
明和ニュース：①第20回明和町バドミントン大会、 
②人権センター 楽しい手作り教室 相可高校料理教室、ほか 
コラム：スポーツ少年団紹介５ 
特　集：斎宮調整地(斎宮池)周辺整備のご紹介 

明和ニュース：①斎宮池・掘削土利用地に植林しよう！～植林大作戦～、 
②明和町ギターを楽しむ会 ギターの夕べ チャリティーコンサート、ほか 
コラム：スポーツ少年団紹介４ 
特　集：町長定例記者会見 

明和ニュース：①平成23年度 全町自治会長会、②第29回 
斎王まつり、ほか 
コラム：スポーツ少年団紹介５ 
特　集：平成23年度 町政方針 
 

６月30日(木) 
　～７月６日(水)

明和ニュース：①老人会ミニ運動会、②明和町ソフト 
バレーボール協会 春季大会、ほか 
コラム：スポーツ少年団紹介６ 
特　集：第29回斎王まつり 

明和町行政チャンネル番組表 ５月26日(木)正午～７月６日(水)
※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週
木曜日の正午（午後０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合があります
ので、ご了承ください。詳しくは、総務課（152・7111）へお問い合わせください。

明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消

費生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり

開設します。皆さん、お気軽にご利用ください。

■日時 ①６月14日(火)、②７月12日(火) 時間は、各

日とも午前10時～正午・午後１時～３時

■場所 明和町保健福祉センター

※詳しくは、産業課企業誘致商工観光係（152・7138）
へお問い合わせください。

６月と７月の「消費生活相談」窓口の開設
■日時と内容 ①６月６日(月) 午前９時30分～正午＝行

政相談・心配ごと相談、②６月20日(月) 午後１時30分

～４時＝心配ごと相談、③７月４日(月) 午前９時30分

～正午＝行政相談・心配ごと相談、④７月19日(火) 午

後１時30分～４時＝心配ごと相談

■場所 明和町保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（152・7056）へ
お問い合わせください。

６月と７月の行政相談・心配ごと相談

発
行
日
：
平
成
2
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年
６
月
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日
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三
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（有料広告）

住宅型小規模高齢者通所介護

明和町有爾中628-5(サンシャイン自治会内)
TEL 0596-53-0202
【休業日：毎週土曜日、年始１月１日～３日】

̃自分らしい暮らしを地域の中で̃  株式会社 千の手

おかげさまで３周年！ ご利用時間延長・お試し利用対応

千の手デイサービスセンターWEST
昨年９月オープンいたしました

千の手千の手デイサービスセンターデイサービスセンター

千の手千の手デイサービスセンターデイサービスセンター

WESTWEST

住宅型小規模高齢者通所介護

（有料広告）


